
男　　　　  75,605 人
女　　　　  83,670 人
計　　　　159,275 人

世帯数　  69,562 世帯
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【広報誌が届かない人は（公社）川西市シルバー人材センターへ連絡を　フリーダイヤル 0120（586）189（平日の午前９時―午後５時半）】

※７月号の正解は（在）（キ）で、68 通の応募がありました。　　　　　　　　

６月末現在の人口次の空欄（○の中）を埋めてください。
１：【特集】私たちを動かす夏○り　２：猪名川○火大会

　正解者の中から市特産のいちじく「朝採りの恵み」１箱を５人に。引き換えは８月16日㈬に
開催するいちじく品評即売会の会場で（正解者多数の場合は抽選。当選者のみに引換券を送
付）。応募方法：ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、興味のあった記事と
感想を書き、８月８日㈫（必着）までに〒666-8501・かわにし魅力推進室「クイズ」係へ。
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摂
津
名
所
図
会

　

江
戸
時
代
後
期
に
刊
行
さ
れ
た

「
摂
津
名
所
図
会
」（
中
央
図
書
館
調

査
相
談
室
で
閲
覧
可
）。
同
書
は
摂

津
国
（
お
お
む
ね
大
阪
府
北
中
部
や

兵
庫
県
南
東
部
）
の
名
所
を
絵
画
と

文
章
で
紹
介
し
た
郷
土
誌
で
す
。

　
こ
の
図
会
に
は
、
江
戸
時
代
、
摂

津
国
に
あ
っ
た
湯
と
し
て
「
有
馬
温

泉
」
と
と
も
に
「
平
野
湯
」
と
「
一

庫
湯
」の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

平
野
湯

　
「
平
野
湯
」
は
能
勢
電
鉄
「
平
野
」

駅
周
辺
に
あ
っ
た
温
泉
場
の
こ
と
で

す
。
図
会
に
よ
る
と
平
野
湯
の
源
泉

は
『
全
く
冷
泉
で
も
な
く
全
く
温
泉

で
も
な
い
。
そ
の
中
間
で
滔と

う
と
う々
と
湧

出
し
て
い
る
。
味
は
鹹

し
お
は
ゆく

渋
み
を
帯

び
て
い
る
』
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
源
泉
を
つ
る
べ
で
く
み
上

げ
、
ゆ
と
い
で
浴
室
に
運
び
、
そ
こ

で
ま
き
を
た
い
て
温
湯
に
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
同
書
に
は
平
野
湯
の
旅
舎

の
様
子
を
詳
し
く
描
い
た
絵
も
載
っ

て
い
ま
す
。
将
棋
を
指
す
人
、
茶
の

湯
を
楽
し
む
人
、
蹴け

ま
り鞠
に
興
じ
る
人

な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
表
の
人

通
り
も
多
く
、
活
気
に
満
ち
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

現
在
は
商
業
店
舗
が
立
ち
並
び
、

温
泉
場
が
あ
っ
た
様
子
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
当
時
を
し
の
ぶ
も

の
と
し
て
、
湯
之
町
の
地
名
と
「
多

有馬温泉と並ぶ「平野湯」と「一庫湯」
江戸時代後期の郷土誌で紹介

「摂津名所図会」より「多田荘平野湯・多田の湯浴室」

「摂津名所図会」より「一庫湯」

住宅都市の川西市
実は温泉郷だった !?

田
平
野
湯
之
町
温
泉
薬
師
庵
」
と
彫

ら
れ
た
石
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

一
庫
湯

　
「
一
庫
湯
」
は
一
庫
ダ
ム
の
堰え

ん
て
い堤

下
、
一
庫
大
路
次
川
の
渓
流
沿
い
に

あ
っ
た
温
泉
場
で
す
。

　
図
会
に
は
「
川
辺
に
楼

た
か
ど
の造

り
に
し

て
風
流
な
り
。
す
べ
て
の
ほ
と
り
幽

遂
閑
寂
に
し
て
、
静
座
悠
々
、
塵じ

ん
こ
う垢

を
隔
て
た
勝
邑
な
り
」
と
あ
り
、
趣

深
い
温
泉
場
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
昭
和
50
年
代
に
一
庫
ダ
ム
が
出
来

る
ま
で
は
、
温
泉
場
の
対
岸
に
あ
っ

た
旅
館
で
湯
に
入
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
温
泉
場
は
現
在
小
さ
な
公

園
に
な
り
、
川
沿
い
に
わ
ず
か
な
が

ら
石
垣
が
残
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

「多田平野湯之町温泉薬師庵」石碑

【問合せ】社会教育・文化財課 （740）1244


